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【交通事故の現状】 

 １ 道路交通事故の現状    

   北海道内における年間交通事故死者数は、令和 3 年においては 120 名、令和 4

年においては 115 名となっております。 

市内における年間交通事故死者数は、令和 3 年においては１名、令和 4 年にお

いては 5 名（歩行者 1 名、自転車 2 名、乗用車 1 名、バイク 1 名）となっており

ます。 

 

   また、全国の年間交通事故負傷者数及び人身交通事故発生数は、平成 27 年から、

毎年減少が続いています。 

北海道内における年間交通事故負傷者数及び人身交通事故発生数においても、

平成 28 年の負傷者数 13,489 名、発生数 11,329 件に対し、令和４年は、9,785 名、

8,457 件となり、減少傾向が続いています。 

   市内におきましても、年間交通事故負傷者数及び人身交通事故発生数は、平成

28 年から減少傾向にあり、令和 4 年には、負傷者数は 183 名、発生数 165 件とな

りました。   

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

死者数 負傷者数 発生数 死者数 負傷者数 発生数 死者数 負傷者数 発生数

平成23年 4,691 854,613 692,084 190 19,705 16,395 4 467 355

平成24年 4,438 825,392 665,157 200 18,046 14,973 4 411 333

平成25年 4,388 781,492 629,033 184 16,247 13,722 2 357 309

平成26年 4,113 711,374 573,842 169 14,571 12,274 2 345 258

平成27年 4,117 666,023 536,899 177 13,117 11,123 4 354 281

平成28年 3,904 618,853 499,201 158 13,489 11,329 1 361 294

平成29年 3,694 580,850 472,165 148 12,673 10,815 1 343 267

平成30年 3,532 525,846 430,601 141 11,494 9,931 2 272 211

令和元年 3,215 461,775 381,237 152 11,046 9,595 2 277 225

令和2年 2,839 368,601 309,000 144 9,043 7,898 4 234 205

令和3年 2,636 362,131 305,196 120 9,598 8,304 1 174 151

令和4年 2,610 356,419 301,193 115 9,785 8,457 5 183 165

交通事故
全　　　　　　国 全　　　　　　道 江　　　別　　　市

（単位：人、件）
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交通事故死者数、交通事故負傷者数、人身交通事故発生数の推移 
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２ 踏切事故の状況等 

踏切事故（鉄道の運転事故のうち、踏切障害及びこれに起因する列車事故をいう。）

は、長期的には減少傾向にあり、道内における令和 3 年の発生件数は 4 件、死傷者

数は 2 名となっています。 

市内では平成 24 年に 1 件、負傷者 4 名の事故が発生して以降、踏切事故は発生し

ておりません。 

 

【交通安全計画における目標について】 

１ 道路交通 

市内の年間交通事故死者数は、令和 3 年においては 1 名、令和 4 年においては 5

名となっており、江別市交通安全計画における道路交通の安全についての数値目

標の達成には至っておりません。 

交通死亡事故発生時には、交通死亡事故の発生現場において、地域住民の代表

者や、交通安全対策として関係する警察署、道路管理者等と合同で交通死亡事故

現場診断を行い、事故原因や道路環境等を診断して、交通事故の実態に応じた安

全対策を行い、交通事故の再発防止を図っているところです。 

令和 5 年については、引き続き年間の交通事故死者数ゼロを目標とし、関係機

関と連携をとりながら一層効果的な対策を図り交通事故防止に努めます。 

 

 

２ 踏切事故 

踏切事故は、市内では平成 24 年に 1 件、負傷者 4 名の事故が発生して以降、踏

切事故は発生しておりませんが、令和 5 年以降も引き続き踏切事故の発生の防止

に努めます。 
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【第 11 次江別市交通安全計画に係る令和３年度・令和４年度取り組み状況】 

１ 道路交通環境の整備について 

   江別市通学路安全プログラムに基づき、市の関係部署、学校や警察、道路管理

者等関係機関による通学路の合同点検を行い、安全な歩行空間の整備を行いまし

た。令和 3 年度は千葉県で発生した児童死傷事故を踏まえ、市内全地区を対象に、

小学校 17 校、中学校 8 校の全小中学校区内 128 箇所（交通安全 104 箇所、防犯

24 箇所）の合同点検を実施いたしました。点検結果については、市ホームページ

に掲載しています。令和 4 年度は市内小学校「大麻地区」5 校、「江別・野幌地区」

4 校の計 8 校（交通安全 36 箇所、防犯 11 箇所）において実施しました。点検結

果については、市ホームページに令和 5 年 2 月掲載予定です。 

対策必要箇所について、令和 3 年度～令和 4 年度に江別第一小学校の通学路で

ある元江別 66 号道路といずみ野小学校の通学路である兵村 4 丁目通りについて、

一部の歩道の整備を行う等道路整備を実施し、また、横断歩道や信号機の設置要

望、教職員等による児童への注意喚起・指導等の対策を実施することにより、児

童生徒が安全に通学できるよう、通学路の安全確保を図りました。 

 

信号機等の設置要望については、江別警察署を通じて、北海道公安委員会へ要

望を行いました。令和 3 年は信号機 143 件、横断歩道 65 件、一時停止 65 件、速

度制限等その他 23 件 合計 296 件を要望しました。令和 4 年につきましても通学

路点検の結果を踏まえて、危険箇所への信号機・横断歩道等の設置を要望いたし

ます。 

 

  また、子どもたちに、交通安全に気を付ける箇所について注意喚起をし、安全

に通行してもらうため、市内の交差点等危険個所に、ストップマークを設置して

います。令和 3 年度は新規・貼替合わせて 108 枚、令和 4 年度は新規・貼替合わ

せて 133 枚設置しています。 
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公共交通機関の利用促進として、令和 3 年度、令和 4 年度は、バス路線マップ・

路線バス乗り方ガイドを転入者へ配布、市内公共施設や JR 駅舎に設置し、市ホー

ムページにバス路線マップ、路線バス乗り方ガイドやバスの運休情報等を掲載し

ました。また、令和 4 年度については、地域公共交通の活性化等に関する方針や

計画目標等を定める地域公共交通計画策定のためのアンケート調査を実施、協議

会・専門委員会で基本方針等を検討しています。 

 

  災害等に備えた道路交通情報の提供として、冬期間において、除雪出動予定、

通行止め情報をホームページに掲載し、令和 3 年度は大雪への対応として、排雪

実施済み路線をホームぺージにて公表し、また、除排雪作業の状況や不要不急な

外出の自粛要請等緊急メッセージを発信しました。 

令和 4 年度としては、令和 3 年度の大雪に関する検証結果報告書を踏まえて、

令和 3 年度実施分に加え、LINE によるプッシュ型情報発信、自治会排雪の実施予

定や実施状況をホームページで公表しております。 

  また、交通安全に寄与する道路交通環境の整備として、定期的な道路パトロー

ルの実施により、道路施設の状況を確認しながら必要な維持補修を行うなど、適

切な維持管理に努めました。 

 

冬季道路交通環境の整備として、令和 3 年度は大雪への対応として、雪害対策

本部会議の設置による全庁的な情報共有・危機対応を行い、排雪部隊の増強や拡

幅除雪の増強による道路幅員の確保、国や北海道等による排雪支援、大規模な未

利用私有地への緊急投雪や雪堆積場の時間延長や拡張、通学路の緊急点検を行い

ました。令和 4 年度としては、令和 3 年度の大雪に関する検証結果報告書を踏ま

えて、通行の確保を優先する路線の検討を行い、国や北海道等による支援体制の

強化、幹線道路の早期排雪への対応、除排雪作業車の増強、雪堆積場の強化、通

学路点検や朝方降雪への対応を行い通学路における安全確保を行いました。 
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２ 交通安全思想の普及徹底について 

交通安全思想の普及徹底、交通マナーの向上、交通ルール・マナー等の遵守のため、

幼児から成人に至るまで心身の発達段階や交通手段の利用形態に応じた段階的かつ体

系的な交通安全教育を行う場として、交通安全教室を実施しました。令和 3 年度、令

和 4 年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、やむを得ず交通安全教室を中止

したり、歩行や自転車実習を中止し DVD 視聴等を使った指導に変更しての実施となり

ました。 

 

交通安全教室等の実施状況について（別紙１） 

 

●幼児に対する交通安全教育 

幼児に対する交通安全教育として、市の交通教育指導員が、紙芝居、人形劇等によ

る交通安全教室を行いました。 

令和 3 年度は、幼稚園・保育園・未就園児・幼児の保護者合わせて 5,155 名、令和

4 年度（12 月現在）は、幼稚園・保育園・未就園児・幼児の保護者合わせて 8,934 名

に対して、信号機の見方、横断歩道の渡り方、バスの乗り降りの際の注意点、自転車

利用の際はヘルメットを着用すること等、保護者に対しては自動車運転時の全席シー

トベルト着用等、交通ルールを身に付けられるよう知識の習得と実践を行いました。 

 

●小学生に対する交通安全教育 

小学生に対する交通安全教育として実施した交通安全教室について、令和 3 年度は

6,532 名、令和 4 年度（12 月現在）は計 6,776 名が参加しました。 

新 1 年生とその保護者、小学校低学年に対しては、信号機の見方、横断歩道の渡り

方等安全に登下校できることを目的に必要な交通安全知識が習得できるよう講話や実

習等により指導しました。また、自転車を乗り始める児童が多い小学 3 年生に対して

は、自転車の乗り方について記載したパンフレットを配布し、安全な自転車の乗り方、

自転車乗車時のヘルメット着用の必要性について重点的に指導し、知識の定着を図り

ました。中・高学年には、自転車の実習やヘルメット着用の必要性だけではなく、自
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転車運転時における歩行者に対する加害による損害賠償の可能性や、損害賠償保険加

入の必要性について等について盛り込んだ教室を開催しました。 

また、放課後児童会・児童センター、スポーツ少年団については、交通安全の知識

だけではなく、防犯の観点から、登下校時の交通安全と合わせて注意すべき、不審者

に対する知識についても説明しました。 

 

●中学生に対する交通安全教育 

中学生に対する交通安全教育として、令和 3 年度は 2,852 名に対して、令和 4 年度

（12 月現在）は 2,757 名に対して、江別警察署と連携して、自転車を利用する場合の

マナーやルール、自転車運転時における歩行者に対する加害による損害賠償の可能性

や、損害賠償保険加入の必要性について多面的な交通安全知識が習得できるよう指導

しました。 

 

●高校生に対する交通安全教育 

高校生に対する交通安全教育として、新入学の生徒へ交通安全のパンフレットを配

布し、また、令和 3 年度は 772 名に対して、令和 4 年度（12 月現在）は 1,173 名に対

して、江別警察署と連携しながら、自転車安全利用五則を基本とした自転車を利用す

る場合のマナーやルール等交通安全に対する正しい知識の習得、危険運転等に対する

責任への自覚を促す内容の交通安全教室を行いました。 

 

●成人に対する交通安全教育 

成人に対する交通安全教育の推進として、令和３年度は新成人向けに、飲酒運転根

絶チラシを配布し、令和 4 年度は新成人向けの運転中の危険な行為（自動車のながら

運転防止）についてのチラシを配布しました。また、令和 3 年度は 44 名に対して、令

和 4 年度（12 月現在）は 102 名に対して、江別警察署との共同で、交通安全のパンフ

レットや夜光反射材を配布の他、交通事故情報、交通安全に関する情報、飲酒運転の

危険性、全席シートベルト着用、危険運転等に対する責任への自覚を促す等の内容で

交通安全教室を開催しました。 
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●高齢者に対する交通安全教育 

高齢者に対する交通安全教育として、令和 3 年度は 280 名に対して、令和 4 年度（12

月現在）は 496 名に対して、交通安全のパンフレットや夜光反射材を配布の他、DVD

上映や、高齢者に共通してみられる事故の特徴、自転車・自動車の安全運転、薄暮時・

夜間の交通安全、夜光反射材の効果等について江別警察署と連携して交通安全教室を

行いました。 

 

●冬季における交通安全教育 

冬季における交通安全教育として、幼児に対する交通安全教室では、雪山に見立て

た教材を使用して疑似体験させ、また、小学生に対しては、令和 4 年度には低学年用・

高学年用として冬期間の注意喚起リーフレットを作成し、冬季の交通安全についての

特徴・注意点等について周知しました。 

成人・高齢者に対しては、ドライバー・歩行者向けに冬道の交通安全リーフレット

を配布し冬季の交通安全についての特徴・注意点等について周知しました。 

 

●交通安全に関する普及啓発活動の推進 

令和 3 年度、令和 4 年度（12 月現在）に行った交通安全に関する普及啓発活動につ

いては、別紙 2 のとおりとなります。 

 

交通安全運動として、春の全国交通安全運動、夏の交通安全運動、秋の全国交通安

全運動、冬の交通安全運動（各 10 日間）、小学校新入学児童を交通事故から守る運動

を実施し、交通事故防止を図りました。 

また、別紙各種啓発活動の中で、横断歩行者の安全確保、飲酒運転根絶に向けた 

規範意識の確立、速度超過の危険性、全席シートベルトの着用、チャイルドシートの

正しい着用、自転車の安全利用、デイ・ライトの実施、居眠り運転防止、暴走族取締

り対策強化への協力、高齢者支援施策として運転経歴証明書等についての周知、反射

材用品等の普及促進を行いました。 
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令和 3 年度、令和 4 年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、やむを得ず

啓発イベントを中止したり参加人数の制限等規模を縮小しての実施となりました。 

 

また、新しい自転車安全利用五則が令和 4 年 11 月 1 日決定され、市ホームページ

により周知を図りました。 

 

 

また、道路交通法の一部改正（令和 4 年 4 月 27 日公布、令和 5 年 4 月 1 日施行）

により、全ての自転車利用者に対し、自転車の乗車用ヘルメット着用努力義務が課

されることになり、市ホームページ掲載の他、市内小中学校児童生徒へ周知を図り

ます。 

 

●交通安全活動支援 

令和 4 年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止を図りながら、安全安心講座

を開催しました。江別警察署に講師の派遣を依頼し、道内・江別市内における交

通事故の発生状況、高齢者の交通安全について、交通事故に遭わないための注意

点、反射材の効果についての実践等、警察と連携を図りながら、受講者が、安全

安心なまちづくりを進めていく上で必要な、交通安全情報の提供、交通事故のな

い安全なまちづくりのための情報を提供し、今後の交通安全普及活動等を行うた

めの助言等を行う場となりました。 

 

 

【自転車安全利用五則】（令和４年１１月１日警察庁交通対策本部決定）

    1　車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先
    2　交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
    3　夜間はライトを点灯
    4　飲酒運転は禁止
    5　ヘルメットを着用
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３ 救助・救急活動の充実について 

市民に対する自動体外式除細動器（AED）の取り扱い等応急手当普及啓発活動とし

て、普通救命講習を実施しました。令和 3 年度は 56 回実施し 1,259 名が受講、令和

4 年度（12 月現在）は 57 回実施し、1,271 名が受講しました。 

また、10 歳以上の小学生に対する救命入門コースを実施し、令和 3 年度は 24 回

702 名が受講、令和 4 年度（12 月現在）は 30 回 989 名が受講し、若年層からの応急

手当普及啓発と救急車利用の適正化についての意識付けを行いました。 

さらに、救急救命士の養成、配置等の促進及び研修体制の充実を図るため、救急

救命士を令和 3 年度、令和 4 年度各 1 名ずつ養成し、救急隊員は令和 3 年度 2 名、

令和 4 年度 3 名の養成をしました。救急救命士の応急処置の拡大については令和 3

年度、令和 4 年度各 2 名ずつ養成を行い、併せて令和 4 年度につきましては、医療

機関へ搬送されるまでの間に救急隊員が行う応急処置等の質を保証するためのメデ

ィカルコントロール体制における病院実習を、12 名の救急救命士等が行いました。 

また、令和 3 年度は高度救命用機材として自動式心臓マッサージ器の更新を行い

ました。令和 4 年度は、高規格救急自動車（現場急行システム（FAST）搭載）の更

新、高度救命用資機材一式の更新を行い、高度かつ円滑な救助活動の実施のための

整備を行いました。 

 

４ 被害者支援の充実について 

 市民相談室における、交通事故に関する相談業務の件数は令和 3 年度 4 件、令和

4 年度 3 件（12 月現在）となっており、交通事故被害者やその家族の支援のため、

今後も引き続き交通事故に関する相談業務を行います。また、弁護士による交通事

故の相談について、ポスター掲示やリーフレット配布等により周知を行っています。 

  交通遺児に対する経済的支援として、江別市交通事故等災害遺児手当を遺児の扶

養者に対して支給しています。交通事故を事由として支給対象となった児童数は令

和 3 年度は 1 名、令和 4 年度（12 月現在）3 名となります。また、同制度について

は、広報えべつ、ホームページ等により周知を図っています。 
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【令和 5 年度の取り組みについて】 

 令和 5 年度は、令和 3 年度、令和 4 年度に引き続き、道路交通事故の現状及び課

題を踏まえながら、道路交通の安全についての目標等を達成するために、交通安全

計画に沿った効果的な取り組み、対策を行っていきます。 

 

具体的には、道路交通環境の整備として、小学校等に通う児童の通行の安全のた

めの通学路合同点検の実施、歩道の整備（いずみ野小学校の通学路である兵村 4 丁

目通りの一部）、危険箇所への信号機や横断歩道、標識等の北海道公安委員会への設

置要望を行い、交通事故防止のための安全対策を推進します。 

また、公共交通機関の利用促進として、引き続きバス路線マップ・路線バス乗り

方ガイドを転入者へ配布、市内公共施設や JR 駅舎に設置し、市ホームページにバス

路線マップ、路線バス乗り方ガイドやバスの運休情報等を掲載していきます。また、

令和 5 年度では、令和 4 年度に調査・検討を進めてきた地域公共交通計画を確定さ

せます。 

  災害等に備えた道路交通情報の提供、及び冬期道路交通環境の整備においては、

令和 3 年度、令和 4 年度に実施した事項を引き続き実施するほか、令和 4 年度業務

で生じた課題等を検証し、反映していくものとします。 

 

さらに、交通安全思想の普及・交通安全教育として、高齢者、子ども、障がい者

等の交通安全の確保、飲酒運転の根絶、スピードダウン、シートベルトの全席着用、

自転車の安全利用、冬季の交通の安全を守るため継続して交通安全教室を行うとと

もに、参加・体験型の教育等、より効果的な指導方法について検討します。 

 また、令和 3 年度、令和 4 年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、交通

安全教育や普及啓発活動をやむを得ず中止としたり、内容を縮小・変更して実施し

たことで、周知・啓発が十分にできなかった部分がありましたが、令和 5 年度は新

型コロナウイルスの感染状況を注視しながら、交通安全教育、広報啓発の手法を検

討し、より効果的な交通安全に関する普及啓発のための取り組みを行っていきます。 
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 救助・救急活動については、令和 3 年度、令和 4 年度に引き続き、救急救命士の

養成、救急隊員の養成、メディカルコントロール体制における病院実習への派遣を

行っていきます。 

 また、各種救命講習についても新型コロナウイルスの感染状況に留意して開催し、

若年層からの応急手当普及啓発と救急車利用の適正化についての意識付けの取り組

みを引き続き行っていきます。  

 

 交通事故被害者への支援については、令和 3 年度、令和 4 年度に引き続き、被害

者の迅速・適切な救済のための相談業務や交通遺児に対する経済的支援について周

知していきます。 


